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論 す 審 考 の 結 里 の 要 旨
本論文は、すでに思文閣出版から刊行されている。第 I 編 「古代都城研究序説」の序章「日本都市 
史研究の中の都城制研究史」では、都城を王権の変容との関係で理解する基本的姿勢を示している。 




第 3 章 「長岡京出土の特殊建物遺構」、第 4 章 「特殊建物遺構と調邸」では、長岡京•平安京の 
都市的内実を考古学的に明らかにしている。都市史研究にとって重要であると考えられる。
第 I 編の第2 部 「平安京」の第2 章 「平安京の内部構造」と第4 章 「弘仁朝前後の平安京」では、 
考古学の成果にもとづいて、平安京を、平城京から段階的に発展し完成したものとして捉えており、 
律令制的都城の発展段階を示したものとして重要である。第 3章 「平安京右京六条三坊」と第5章 





第 n 編 「中世前期都市研究」の第1部 「変容する街区」の第1章 「白河街区における地割とその 
歴史的変遷」では、白河街区にかんする多くの研究を総合的に把握し性格づけた重要な仕事である。 




第n 編第2部 「中世都市への変貌」の第1章 「武士の館」、第 2 章 「発掘された源氏•平氏の館」、 
第 4章 「七条町の成立とその宅地割」では、平安京の中世的変質を考古学的事実によって示した点 
が重要である。
このように本論文は、日本における古代都市の発展の中に長岡京•平安京とその変質を位置づける 
姿勢を堅持していること、またこれを、王権とのかかわりを軸として広く見渡す視点で検討すること 
を通じて、多くの新事実•新視点を提示していることなどが、高く評価される。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ 
る。
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